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平成２７年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異、 
通期業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 この度、当社において本日開示いたします「平成２７年３月期 第２四半期決算短信（非連結）」の

実績値と平成２６年５月１４日に公表しました業績予想について差異が発生しましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 また、今後の業績動向等も踏まえ、平成２７年３月期通期業績予想の修正を下記のとおり修正いた 

しましたので、お知らせいたします。 

 尚、特別損失の発生もありましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績値の差異について 

第２四半期（累計）（平成２６年４月１日～平成２６年９月３０日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２，４７５ １４ １１ １１ １.４５ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ２，３００ △６ △７  △２６ △３．５１ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１７５ △２０ △１８ △３７  

増 減 率            （％） △７.１ ― ― ―  

前期実績（平成２6 年３月期第２四半期） ２，９９７ △７１ △７８ △４２ △１８.１４ 

 
２．通期業績予想の修正について 

（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４,９９１ ３６ ２９ ２９ ３.８１ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ４,４６０ ５ ３９ △６ △０．８４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △５３１ △３１ １０ △３５  

増 減 率            （％） △１０．６ ― ― ―  

前 期 実 績 （ 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 期） ５,５３５ △２０９ △２２８ △３８８ △５１.０４ 

 
 
 
 
 
 



 

 
 
３．特別損失の発生及び内容 
  予定されている石油業厚生年金基金の解散による損失の見積額１６百万円を新たに厚生年金基金

解散損失引当金繰入額として第２四半期会計期間に計上いたしました。 
 
４．業績予想の差異および修正の理由 
    第２四半期におきましては当社の主力事業である石油事業において、売上高は需要家のコスト意

識や消費税の増税等により、節約志向の顕在化により減少しました。また、石油製品マージンの悪

化により利益も減少し厳しい状況でありました。 
  専門店事業におきましては、ニューモデルの積極的な販売や新規サービスの導入等、顧客指向の

営業を展開した結果、売上高や利益ともに前年を大きく上回りました。 
  不動産事業におきましては、自社ビルのテナントが当年４月より満室でのスタートとなった為、

売上高や利益ともに順調に推移しております。 
この結果、会社全体としては石油事業の不振が大きかった為、売上高は減少となり、営業損失６

百万円となりました。これに、営業外収益と営業外費用を加減し７百万円の経常損失となりました。 
  四半期純損失においては、上記に加えて３．に記載の特別損失の計上により２６百万円となりま

した。 
  これらを要因に、第２四半期の業績予想と実績値の差異をお知らせいたします。 
  今後の見通しにつきましては、石油事業における適正マージンの確保や油外粗利の増強を目指し、

専門店事業につきましても引き続き顧客ニーズに合った販売戦略を継続してまいります。 
これらの要因を踏まえ、助成金収入に伴う営業外収益の計上等も加味し、通期の業績予想の修正

をいたします。 
尚、仙台のサービス・ステーションの事業譲渡による業績への影響につきましては、現在、精査

中であります。 
 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて当社で判断したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


